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年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論（
要
旨
）

　

年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論（
要
旨
）続続

３０３０借
金
倍
増
・
大
膨

張
予
算
に
反
対

学
校
規
模
適
正
化
等
適
切
さ 

欠
く
情
報
提
供
揺
ら
ぐ
信
頼

直
面
す
る
少
子
高
齢
化

今
こ
そ
本
気
の
改
革
を

　
　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
、

３０
前
年
度
比　

億
５
４
０
０
万
円
、

１９

　

％
増
の　

億
９
４
０
０
万
円

４.７

４３１

と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
歳
出
に
お
い
て
、
民

生
費
の
保
育
運
営
費
（
管
内
）、

私
立
保
育
園
施
設
整
備
費
補
助

金
、
中
央
児
童
館
大
規
模
修
繕

工
事
、
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
補
助
金
、
保
育
従
事
職
員

宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
補
助

金
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

を
は
じ
め
３
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
、
土
木
費
の
都
市
計
画
道

路
東
３
・
４
・　

号
線
築
造
工

２０

事
、
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築

物
耐
震
化
促
進
事
業
補
助
金
、

市
道　

‐
１
号
線
、　

号
線
改

２２９

２０３

修
工
事
、
橋
梁
長
寿
命
補
修
工

事
、
教
育
費
の
大
門
中
学
校
・

神
宝
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工

事
、
上
の
原
屋
外
運
動
施
設
整

備
工
事
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
歳
出
の
増
額

に
よ
り
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
を

し
、　

年
度
の
財
政
調
整
基
金

３０

の
残
高
は
、　

億
５
４
８
８
万

２１

７
千
円
の
見
込
み
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、「
財
政
健
全
経
営
に

関
す
る
基
本
方
針
」
の
経
営
目

標
と
し
て
い
る
「
標
準
財
政
規

模
の　

％
相
当
を
基
準
と
し
、

１０

経
常
的
に　

億
円
を
確
保
す

２０

る
」
と
い
う
額
を
少
し
上
回
る

も
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は　

年
３１

度
予
算
に
お
い
て
経
営
目
標
を

維
持
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
に

な
っ
て
い
る
。
教
育
振
興
基
金

に
至
っ
て
は
、　

年
度
末
の
見

３０

込
み
額
は
１
５
０
７
万
７
千
円

と
な
り
、
施
設
整
備
プ
ロ
グ
ラ

ム
工
事
予
定
に
教
育
関
係
の
改

修
工
事
等
が
多
い
こ
と
を
踏
ま

え
て
も
、
今
後
の
教
育
環
境
の

整
備
に
不
安
を
感
じ
る
。
ま
た
、

市
債
が
公
債
費
を
上
回
り
、
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
堅
持

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
大
き
な

要
因
は
、　

年
度
か
ら
始
ま
る

３０

施
設
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
工
事

予
定
に
伴
う
大
規
模
改
修
工
事

等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に　
６２４

億
円
を
か
け
て
い
く
こ
と
は
極

め
て
厳
し
い
と
考
え
る
。
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
等

を
含
め
て
検
討
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
今
後
は
さ
ら

な
る
行
財
政
改
革
と
歳
出
抑
制

に
市
長
が
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
旗
を
振
り
、
決
断
を
し
、

行
政
と
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
要
望
す
る
。

　

予
算
の
内
容
に
関
し
て
は
、

災
害
時
に
重
要
な
防
災
行
政
無

線
デ
ジ
タ
ル
通
信
設
備
工
事
事

業
、
歩
行
者
等
の
安
全
や
環
境

整
備
に
必
要
な
無
電
柱
化
推
進

計
画
策
定
事
業
、
東
久
留
米
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要

な
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
、

市
民
に
幅
広
い
ス
ポ
ー
ツ
の
機

会
を
提
供
す
る
た
め
、
ま
た
、

（
仮
称
）
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市

宣
言
の
拠
点
と
な
る
た
め
の

（
仮
称
）
上
の
原
屋
外
施
設
整

備
事
業
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目

的
と
し
た
庁
舎
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

事
業
、
市
民
に
市
議
会
へ
の
関

心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も
視
聴

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
市
議
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
事

業
、
待
機
児
の
解
消
や
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
的
と
す
る

私
立
保
育
園
施
設
整
備
事
業
補

助
金
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
大

事
な
事
業
が
多
く
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
一
般

会
計
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
他
４
特
別
会
計
予
算
案

に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と
な

く
賛
成
す
る
。

長
提
案
の
予
算
案
を
見
た
場
合
、

幾
つ
も
の
点
か
ら
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
こ
で
、市
民
の
暮
ら
し
を

応
援
す
る
立
場
か
ら
予
算
特
別

委
員
会
最
終
日
に
次
の
組
み
替

え
案
を
提
案
し
た
。

　

組
み
替
え
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
陰
都
市
計
画
道
路
東
３
・
４

・　

号
線
及
び
都
市
計
画
道
路

１３東
３
・
４
・　

号
線
整
備
事
業
の

２１

見
送
り
、
隠
都
市
計
画
道
路
沿

道
本
町
、小
山
及
び
幸
町
地
区

地
区
計
画
策
定
事
業
の
見
送
り
、

韻
市
独
自
の
小
・
中
学
校
学
力

調
査
の
中
止
、
吋
家
庭
廃
棄
物

指
定
収
集
袋
受
注
配
送
取
扱
委

託
の
減
額
、
右
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
の
増
額
、以
上
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
る
財
源
を
、
陰
心

身
障
害
者
自
動
車
運
転
教
習
助

成
事
業
の
継
続
、
隠
後
期
高
齢

者
医
療
の
健
康
診
査
を
無
料
に
、

韻
地
域
公
共
交
通
の
市
民
ニ
ー

ズ
調
査
の
実
施
、
吋
私
道
整
備

助
成
の
実
施
、
右
家
庭
ご
み
指

定
収
集
袋
の
値
下
げ
に
振
り
分

け
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、組
み
替
え
案
に
盛
り

込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、

陰「
東
久
留
米
市
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
施
設
整
備
・
運
営
及
び
提

供
体
制
に
関
す
る
実
施
計
画
」

の
撤
回
、
隠「
今
後
の
東
久
留
米

市
立
図
書
館
の
運
営
方
針
」の

市
民
説
明
会
の
実
施
お
よ
び
市

民
参
加
に
よ
る
見
直
し
に
つ
い

て
も
強
く
求
め
る
。

　

ま
た
、都
市
計
画
道
路
建
設

に
当
た
っ
て
は
、後
年
度
負
担

を
含
め
多
く
の
財
源
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
慎
重
に
す
べ
き

で
あ
る
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、

地
域
市
民
の
住
環
境
を
大
き
く

変
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、市
民

参
加
で
見
直
す
こ
と
を
求
め
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら　

年
度
一

３０

般
会
計
予
算
案
に
は
反
対
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
は
、多
子
世
帯

へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
、均
等

割
の
減
額
を
求
め
、ま
た
、６
７

０
０
万
円
の
負
担
増
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
す

る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
は
、後
期
高

齢
者
健
診
審
査
を
無
料
に
す
る

こ
と
を
求
め
反
対
す
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
案

に
つ
い
て
は
、中
・
低
所
得
階
層

の
負
担
が
重
く
な
っ
て
お
り
、

一
日
も
早
い
改
善
を
求
め
反
対

す
る
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
は
、特
に
意
見
を

付
す
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。
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年
度
東
久
留
米
市
一
般
会

３０計
予
算
案
、
他
４
特
別
会
計
案

に
係
る
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成

の
立
場
か
ら
討
論
す
る
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
２
０
２
５

年
に
は
都
内
の
５
人
に
１
人
以

上
が　

歳
以
上
に
な
る
見
込
み

７５

だ
。
東
久
留
米
市
は
、
年
齢
人

口
・
生
産
年
齢
人
口
の
比
率
は

市
部
平
均
よ
り
低
く
、
老
年
人

口
の
比
率
は
平
均
よ
り
高
く
な

っ
て
い
る
。
東
久
留
米
市
は
、

介
護
や
子
育
て
、
防
災
な
ど
地

域
福
祉
の
維
持
に
関
し
地
域
運

営
の
危
機
を
も
抱
え
て
い
る
。

今
後
、
持
続
可
能
な
東
久
留
米

市
政
を
運
営
し
て
い
く
に
は
、

と
り
わ
け
子
育
て
世
代
の
ニ
ー

ズ
へ
も
配
慮
し
、
必
要
な
事
業

を
精
査
・
投
資
す
る
こ
と
、
お

よ
び
財
政
規
律
を
提
示
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
市
長
が
明

確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
一
定

の
財
政
ル
ー
ル
で
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
な
が
ら
、
危
機
的
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
立
て
直
し
て

い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。

　　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
、

３０民
生
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
財

政
規
模
が
膨
ら
み
な
が
ら
も
、

施
設
の
大
規
模
改
修
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
待
機
児
童
解
消
事
業

や
空
き
家
対
策
を
は
じ
め
、
東

久
留
米
市
の
将
来
に
必
要
な
経

費
が
多
く
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
市
長
の
市
政
運
営

に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
具
体
性
に
欠
け
、
説
得
力
が

伝
わ
ら
な
い
。
幅
広
く
住
民
と

情
報
や
課
題
を
共
有
し
、
何
が

真
に
必
要
な
事
業
な
の
か
を
と

も
に
考
え
、
市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
分
か
り
や
す
く
具
体
的
に
市

民
に
示
せ
る
よ
う
整
理
が
必
要

で
あ
る
。

　

公
共
施
設
の
計
画
的
な
保
全

に
関
し
て
は
、
普
通
建
設
事
業

債
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

保
持
に
関
し
、
後
年
度
負
担
に

留
意
し
た
運
用
を
改
め
て
要
望

す
る
。

　

予
算
編
成
過
程
の
透
明
化
を

目
指
し
た
見
え
る
化
に
つ
い
て
、

今
後
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
、

き
め
細
や
か
な
情
報
提
供
の
在

り
方
の
検
討
を
要
望
す
る
。

　

社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、

日
々
の
生
活
や
将
来
の
展
望
に

不
安
が
漂
う
中
、
地
域
運
営
の

危
機
に
対
峙
し
、
新
た
な
財
政

運
営
の
在
り
方
を
模
索
す
る
こ

と
は
極
め
て
重
要
か
つ
困
難
な

試
み
。
し
か
し
、
市
民
生
活
を

守
る
た
め
に
は
避
け
て
通
れ
な

い
真
の
改
革
で
あ
り
、
そ
の
新

た
な
開
始
は
現
在
を
お
い
て
な

い
。
早
急
に
本
気
の
改
革
に
取

り
組
む
こ
と
を
再
度
求
め
る
。
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５
年
が
経
過
し
た
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
中
心
は
、異
次
元
金
融

緩
和
に
よ
る
円
安
株
高
の
誘
導
、

大
型
公
共
事
業
の
拡
大
、大
企

業
へ
の
連
続
減
税
な
ど
、大
企

業
と
富
裕
層
の
も
う
け
を
増
や

す
政
策
で
、消
費
税
増
税
を
は

じ
め
社
会
保
障
の
連
続
改
悪
を

国
民
に
押
し
付
け
て
き
た
。

　

住
民
の
最
も
身
近
な
基
礎
自

治
体
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
は
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
地
方

自
治
体
の
本
旨
に
立
ち
、国
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
負
担
増

か
ら
市
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を

守
る
防
波
堤
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。し
か
し
、そ
の
視
点
か
ら
市

自
治
体
の
本
旨
に
立
つ
べ
き
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
心
身
障
害
者

自
動
車
運
転
教
習
助
成
事
業
や

身
体
障
害
者
用
自
動
車
改
造
費

助
成
事
業
の
廃
止
な
ど
を
盛
り

込
む
予
算
を
編
成
し
た
。
障
害

者
の
暮
ら
し
の
維
持
や
社
会
復

帰
す
る
た
め
の
用
具
に
積
極
的

な
給
付
を
広
げ
る
よ
う
求
め
る
。

　

ま
た
、
組
み
替
え
の
内
容
に

関
連
し
、
陰
家
庭
ご
み
有
料
化

指
定
収
集
袋
の
値
下
げ
、
隠
私

道
の
整
備
助
成
へ
の
予
算
配
分
、

韻
デ
マ
ン
ド
型
交
通
方
式
導
入

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
遅

延
の
説
明
お
よ
び
ニ
ー
ズ
調
査

の
実
施
を
求
め
る
。

　

市
政
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

陰
長
期
総
合
計
画
基
本
構
想
へ

の
市
民
意
見
の
反
映
、
隠
市
長

座
談
会
で
の
情
報
共
有
、
韻
定

員
管
理
を
見
直
し
た
上
で
の
職

員
体
制
の
充
実
、
吋
正
規
職
員

と
非
正
規
職
員
の
待
遇
差
の
是

正
、
右
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
情
報
漏
え
い
防
止
、
宇
保
育

の
質
の
確
保
を
念
頭
に
お
い
た

保
育
行
政
、
烏
学
童
保
育
所
の

環
境
整
備
、
羽
学
校
給
食
調
理

業
務
委
託
の
速
や
か
な
取
り
下

げ
、
迂
「
今
後
の
東
久
留
米
市

立
図
書
館
の
運
営
方
針
」
の
撤

回
、
以
上
の
９
点
を
指
摘
す
る
。

　

ま
た
、
適
切
さ
を
欠
く
情
報

提
供
の
在
り
方
に
、
市
民
や
議

会
と
の
信
頼
関
係
を
損
な
っ
た

こ
と
も
指
摘
し
、
再
構
築
に
取

り
組
む
こ
と
も
求
め
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
お
よ
び
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
深
く

関
わ
る
議
案
第
９
号
と
議
案
第

　

号
に
反
対
し
た
こ
と
か
ら
、

１１予
算
案
に
も
反
対
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
健
診
の

自
己
負
担
を
や
め
負
担
軽
減
に

努
め
る
こ
と
を
求
め
反
対
す
る
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
は
、
特
に
意
見
を

付
す
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

　
　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
に

３０
つ
い
て
、
原
案
に
は
反
対
、
予

算
特
別
委
員
会
で
提
出
さ
れ
た

組
み
替
え
動
議
に
は
賛
成
の
立

場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
。

　

景
気
は
回
復
し
て
い
る
一
方

で
、
家
計
へ
の
配
分
は
進
ま
ず
、

社
会
保
障
関
連
の
予
算
が
抑
制

さ
れ
た
影
響
な
ど
で
、
生
活
は

む
し
ろ
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
国
民
の
実
感
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
の
も
と
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
地
方

や
自
己
制
御
不
能
の
状
態
。

　

歳
入
不
足
を
補
う
た
め
に
財

政
調
整
基
金
を
約　

億
円
も
投

１４

入
し
、
残
高
が
減
る
危
険
性
も

出
て
き
た
。

　

私
が
最
も
許
せ
な
い
の
は
借

金
。
普
通
建
設
事
業
債
を
前
年

度
の
倍
、
約　

億
円
も
発
行
。

１０

ま
さ
に
借
金
倍
増
だ
。

　

平
成　

年
に
財
政
危
機
宣
言

１５

し
た
時
の
借
金
の
元
利
残
高
は

　

億
円
。
そ
れ
を
こ
の　

年
間

６５３

１５

で
借
金
の
元
金
を　

億
円
に
ま

３３７

で
減
ら
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民

・
議
会
・
行
政
、
み
ん
な
の
努

　

東
久
留
米
市
の
改
革
の
時
代

は
終
わ
り
、
再
び
財
政
危
機
へ

の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
し
ま
っ

た
。　

年
度
一
般
会
計
予
算
案

３０

の
総
額
は
約　

億
円
と
前
年
度

４３２

よ
り
も　

億
円
も
増
加
、
並
木

２０

市
長
就
任
直
後
の　

年
度
は　

２６

３８４

億
円
、
４
年
間
で　

億
円
も
増

４８

加
し
た
。
膨
張
し
続
け
る
予
算

を
誰
も
抑
え
ら
れ
な
い
、
も
は
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質問 都市計画道路東３・４・１３
号線及び東３・４・２１号線整備
事業の進め方は。
答弁　現在は、空中写真測量に
より作成された地形図に基づき
道路の縦断線形の比較検討を行
い、必要な図書を作成している。
　今後は、幸町五丁目から小山
通りとの交差点までの約５２０メ
ートルの区間を第１工区として
事業化する考えで調整している。

質問 妊婦全数面接について、職
員体制および研修体制は。
答弁　助産師と看護師の２名体制
で、月曜日、火曜日、金曜日の中
から週２回実施する。
　研修については、一定期間、職
場内研修を行う予定。
　また、３月に専門の有識者を担
当課に招き、面接等に関する講義
をしていただいた。引き続き、職
場全体のスキルアップに努めたい。

市
の
将
来
に
向
け
て

健
全
な
財
政
運
営
を
！

力
の
結
果
。
し
か
し
、
並
木
市

長
は
そ
の
み
ん
な
の
努
力
を
踏

み
に
じ
り
、
こ
れ
か
ら
借
金
を

増
や
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
に
強
い
憤
り
を
感
じ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
予
算
編
成
を
続

け
れ
ば
、
予
算
総
額
は
増
え
、

借
金
も
増
え
、
財
政
調
整
基
金

は
枯
渇
し
、
い
ず
れ
確
実
に
財

政
破
綻
。

　

駐
輪
場
４
カ
所
で
約　

億
円
、

２０

本
町
と
小
山
の
間
の
都
市
計
画

道
路
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

中
央
図
書
館
の
合
わ
せ
て
約　
１０

億
円
の
大
規
模
改
修
も
見
直
す

べ
き
。

　

東
久
留
米
を
再
び
財
政
危
機

に
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
か

ら
改
革
の
流
れ
を
取
り
戻
す
の

は
極
め
て
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
私
は
絶
対
に
諦
め
な
い
。

再
び
東
久
留
米
市
に
改
革
の
流

れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
全
力
を
尽
く
す
。

　

並
木
市
長
に
対
す
る
不
信
任

の
意
を
込
め
て
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
全
て
の
予
算
案
に
反

対
す
る
。

家
庭
ご
み
指
定
収
集

袋
の
値
下
げ
を
！
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予算額事業名

１１４６万７千円長期総合計画策定事業

７５３万９千円都市計画道路沿道本町、小山及び
幸町地区地区計画策定事業

１１３４万円無電柱化推進計画策定事業

３２００万円市道２１０号線整備事業

７１３万２千円妊婦全数面接

６８８８万円保育従事職員宿舎借上げ支援事業

７億２４３０万２千円私立保育園施設整備費補助金
（新設２園）

７６９９万２千円幼稚園における待機児童解消促進
事業

２３００万円神宝小学校特別支援学級整備事業

１６６０万円大門中学校校舎棟西側他大規模
改造事業（実施設計）

８１０万円東中学校東校舎棟東側他大規模・
中規模改造事業（実施設計）

１６５０万円
中学校特別支援教室設置事業
（久留米中・東中・西中・南中・
下里中・中央中）

９８７１万６千円就学援助の就学前支給事業
（小学校・中学校）

平成３０年度予算の主な新規事業

質問 ３１年度新入学児童より就
学援助の就学前支給が開始され
るが、学用品費の予算額が前年
度と比べてほとんど変わってい
ない。どのくらいの人数を見込
んでいるのか伺う。
答弁　２９年度の実績をもとに、
３１年度に入学する小学１年生の
対象人数を８４人と推計し、新入
学学用品費の予算を３４０万円と
考えている。

質問 無電柱化推進事業の市
の取り組みは。また、国や都
から財政支援は受けられるの
か。
答弁　３０年度に無電柱化推進
計画を策定する。その後、チ
ャレンジ路線を検討し、低コ
スト手法を導入するなどのチ
ャレンジ支援事業制度の活用
を進めていきたい。
　財政支援については、計画
等の策定およびチャレンジ路
線の検討については都費
１００％の補助、チャレンジ支
援事業の工事費等については
国費５５％、都費４５％の補助と
なっている。

質問 市道２１０号線整備事業につ
いて、予算要求額より当初予算額
が増額されている。早期達成のた
めの工事費を計上したということ
で間違いないか。
答弁　当初は用地買収までを計画
していたが、その後の調整で、３０
年度までに工事が完了すると判断
し、工事費を計上した。

質問 公共施設の配置について、
今後、検討する考えは。
答弁　当市において、公共施設
は多い状況ではなく、施設の削
減は非常に厳しいと考えている
が、公共施設マネジメント推進
の中でスリム化があり、事情が
生じた際に検討していく。

質問 ４月１日に開館する子ど
もセンターあおぞらの防音室の
利用方法は。
答弁　登録をした後、防音室の
利用時のルールや機材の取り扱
いの説明等の講習を受講してい
ただき、修了した方から５月以
降、防音室の予約ができる流れ
になっている。

質問 タブレットＰＣをはじめ
としたＩＣＴ教育環境整備拡充
事業のスケジュールは。
答弁　夏季休業期間を利用し、
一斉に機器の入れ替えを予定し
ている。

質問 私立保育園の運営支援事
業にかかる経費が増加した要因
は。
答弁　３０年度に開設予定の私立
保育園２園に関わる保育運営費、
平成３０年１０月開設予定の保育園
および平成３１年４月閉園予定の
私立幼稚園を活用した保育園に
関わる施設整備費等が増加の要
因である。また、公定価格等の
単価増も増加の要因である。

質問 自転車等駐車場の整備に
当たり、発生する費用は。国や
都の補助金を除いた市の持ち出
しを伺う。
答弁　整備計画（素案）では、
西口の事業費は約１１億円と示し
ており、国や都の補助金を除い
た市の持ち出しは約３億７０００万
円と見込んでいる。

予算額事業名

１４億８０９万９千円公共施設マネジメントの推進

３６６１万２千円都市計画道路東３・４・１３号線
及び東３・４・２１号線整備事業

１億５４６９万３千円都市計画道路東３・４・５号線
整備事業

４億２６９０万円都市計画道路東３・４・２０号線
整備事業

１億２１００万円市道２０３号線整備事業

２億５６８０万円市道２２９－１号線整備事業

１１１３万８千円自転車等駐車場整備事業

２０億３６７６万９千円保育運営費（管内）（私立保育園
２園の新規開園）

３億６５９５万７千円学童保育所管理運営事業

１億８６１０万円中央児童館大規模修繕事業

１億４３６２万６千円児童館管理運営事業（子ども
センターあおぞら開館）

１億１７６６万１千円
タブレットPCをはじめとした
ICT教育環境整備拡充事業
（小学校・中学校）

２億７２４４万３千円第五小学校校舎棟増築事業

２億９０５０万円神宝小学校東校舎棟大規模改造
事業

３億６７２０万円大門中学校校舎棟東側他大規模
改造事業

３８１万４千円国語力ステップアップ事業
（小学校３校・中学校２校）

平成３０年度予算の主な継続・拡大事業

公
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公
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